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【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該
特別入賞以外の通常入賞を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム
毎に決定する事前決定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報を記憶する決定結果情報記憶領域が少なくと
も割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と
、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記事前決定手段により入賞の発生が許容されるか否かが決定される割合が異なる複数
種類の許容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と
、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　いずれかの入賞について、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記事
前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよう
に定められた範囲特定データを、前記複数種類の許容段階に共通して記憶するとともに、
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前記許容段階に共通して判定値データが記憶されていない入賞について、前記判定領域に
入力された判定用数値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定するこ
ととなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データを、前記許容段
階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用数値データが含まれるか否
かによって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段を含
み、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判定された入賞の発生を許容
する旨を決定し、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定
データとして異なる判定値の範囲を特定可能な異範囲特定データと、前記許容段階の種類
に応じて個別に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとを、前記入賞の種類に応じて記憶し、
　前記データ記憶手段の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレスが１バイト毎に付
与されており、
　前記データ記憶手段の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化される複
数バイトの初期化領域と、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化されない非初期化領
域と、から構成され、
　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域に割
り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレスから終了アドレスまで
の複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初期化領域は、1ゲーム
毎では初期化せず、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す通常決定結果情報を記憶する通常決定結果情報記憶領域及び前記特別入賞の発生を
許容する旨が決定されたか否かを示す特別決定結果情報を記憶する特別決定結果情報記憶
領域は、前記初期化領域に連続して割り当てられ、
　前記データ記憶手段の前記非初期化領域には、前記許容段階記憶領域が割り当てられて
いるとともに、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されたか
否かを示す特別決定結果特定情報を、前記決定結果情報を設定するための情報として記憶
する特別決定結果特定情報記憶領域が割り当てられており、
　前記導出制御手段は、前記初期化領域に連続して割り当てられた前記通常決定結果情報
記憶領域及び前記特別決定結果情報記憶領域に記憶されている前記通常決定結果情報及び
前記特別決定結果情報を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前記特別決定
結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記スロットマシンは、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決
定がなされたときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段
により決定された特別入賞の発生が許容されている旨を特定可能な特別決定結果特定情報
を設定し、該特別決定結果特定情報を該許容された特別入賞が発生するまで維持するとと
もに、該特別入賞が発生したときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、前記特別入
賞の発生が許容されていない旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定する決定結果特
定情報設定手段を更に備え、
　前記決定結果情報設定手段は、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段による前
記通常決定結果情報を設定する通常決定結果情報設定手段と、
　１ゲーム毎に、前記特別決定結果情報記憶領域に、前記特別決定結果特定情報記憶領域
の特別決定結果特定情報に基づく特別決定結果情報を設定する特別決定結果情報設定手段
と、
　を含む、
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　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　Ｎ（Ｎは２以上の整数）種類の前記特別入賞、及びＭ（Ｍは２以上の整数）種類の前記
通常入賞のそれぞれについて、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記
事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよ
うに定められた範囲特定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　前記事前決定手段が発生を許容するか否かを決定する入賞の種類またはいずれの種類の
入賞の発生も許容されていない旨を記憶する入賞種類記憶領域と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記範囲特定データ記憶手段から、発生を許容する旨を示しているか否かを判定する入
賞の範囲特定データを読み出す範囲特定データ読み出し手段と、
　前記入賞種類記憶領域に、発生を許容する旨を示しているか否かを判定する入賞の種類
を設定する第１の入賞種類設定手段と、
　前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定する
第２の入賞種類設定手段と、
　前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲特定データから、発生を許容
する旨を示しているか否かを判定する入賞の判定値の範囲を特定する判定値範囲特定手段
と、
　前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定さ
れた判定値の範囲に含まれるか否かを判定する第１の判定手段と、
　前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定さ
れた判定値の範囲に含まれないか否かを判定する第２の判定手段と、
　前記決定結果情報設定手段による前記通常決定結果情報記憶領域の通常決定結果情報の
設定を指示する決定結果情報設定指示手段と、
　前記決定結果特定情報設定手段による前記特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結
果特定情報の設定を指示する決定結果特定情報設定指示手段と、
　を含み、
　前記特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結果特定情報が、特別入賞の発生が許容
されていない旨を示す場合に、
　（１）前記範囲特定データ読み出し手段により、前記Ｎ種類の特別入賞のうち、未だ発
生を許容する旨を示しているか否かの判定が行われていない種類の特別入賞の範囲特定デ
ータを１つ読み出し、
　（２）前記第１の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、前記（１）におい
て読み出された範囲特定データに対応する特別入賞の種類を設定し、
　（３）前記（１）において前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲特
定データから、当該種類の特別入賞の判定値の範囲を特定し、
　（４）前記入賞種類記憶領域に記憶されている特別入賞の種類が（１～（Ｎ－１））番
目に読み出された特別入賞の種類を示す場合には、前記第１の判定手段により前記判定領
域に入力された判定用数値データが、前記（３）において前記判定値範囲特定手段により
特定された当該種類の特別入賞の判定値の範囲に含まれるか否かを判定し、
　（５）前記（４）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用
数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（Ｎ－１））番目に読み
出された特別入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記（１）に戻
り、
　（６）前記入賞種類記憶領域に記憶されている特別入賞の種類がＮ番目に読み出された
特別入賞の種類を示す場合には、前記第２の判定手段により前記判定領域に入力された判
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定用数値データが、前記（３）において前記判定値範囲特定手段により特定された当該種
類の特別入賞の判定値の範囲に含まれないか否かを判定し、
　（７）前記（４）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用
数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（Ｎ－１））番目に読み
出された特別入賞の判定値の範囲に含まれると判定された場合、または前記（６）におい
て前記第２の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値
範囲特定手段により特定されたＮ番目に読み出された特別入賞の判定値の範囲に含まれな
いと判定されなかった場合に、前記決定結果特定情報設定指示手段により、前記特別決定
結果特定情報記憶領域に記憶されている特別決定結果特定情報を、前記入賞種類記憶領域
に記憶されている種類の特別入賞の発生が許容されている旨を示す特別決定結果特定情報
に変更させる旨を指示し、
　前記特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結果特定情報が、特別入賞の発生が許容
されている旨を示す場合、または前記（５）において前記第２の判定手段により前記判定
領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定されたＮ番目
の種類の特別入賞の判定値の範囲に含まれないと判定された場合に、
　（８）前記範囲特定データ読み出し手段により、前記Ｍ種類の通常入賞のうち、未だ発
生を許容する旨を示しているか否かの判定が行われていない種類の通常入賞の範囲特定デ
ータを１つ読み出し、
　（９）前記第１の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、前記（８）におい
て読み出された範囲特定データに対応する通常入賞の種類を設定し、
　（１０）前記（８）において前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲
特定データから、当該種類の通常入賞の判定値の範囲を特定し、
　（１１）前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前
記（１０）において前記判定値範囲特定手段により特定された通常入賞の判定値の範囲に
含まれるか否かを判定し、
　（１２）前記（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（Ｍ－１））番目の
種類の通常入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記（８）に戻り
、
　（１３）前記（７）において前記決定結果特定情報設定指示手段により、前記特別決定
結果特定情報記憶領域に記憶されている特別決定結果特定情報を、前記入賞種類記憶領域
に記憶されている種類の特別入賞の発生が許容されている旨を示す特別決定結果特定情報
に変更させる旨を指示した場合、または前記（１１）において前記第１の判定手段により
前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定され
たＭ番目の種類の通常入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記第
２の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容
されていない旨を設定し、
　（１４）前記（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された通常入賞の判定値の範囲に
含まれると判定された場合、または前記（１３）において前記第２の入賞種類設定手段に
より前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定し
た場合に、前記入賞種類記憶領域に通常入賞の種類が記憶されている場合には、前記決定
結果情報設定指示手段により、前記通常決定結果情報記憶領域に、前記入賞種類記憶領域
に記憶されている種類の通常入賞の発生が許容されている旨を示す通常決定結果情報を設
定させる旨を指示し、前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されて
いない旨が記憶されている場合には、前記決定結果情報設定指示手段により、前記通常決
定結果情報記憶領域に、いずれの種類の通常入賞の発生も許容されていない旨を示す通常
決定結果情報を設定させる旨を指示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載のスロットマシン。
【請求項３】
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　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該
特別入賞以外の通常入賞を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム
毎に決定する事前決定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報を記憶する決定結果情報記憶領域が少なくと
も割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と
、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記事前決定手段により入賞の発生が許容されるか否かが決定される割合が異なる複数
種類の許容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と
、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　いずれかの入賞について、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記事
前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよう
に定められた範囲特定データを、前記複数種類の許容段階に共通して記憶するとともに、
前記許容段階に共通して判定値データが記憶されていない入賞について、前記判定領域に
入力された判定用数値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定するこ
ととなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データを、前記許容段
階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用数値データが含まれるか否
かによって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段を含
み、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判定された入賞の発生を許容
する旨を決定し、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定
データとして異なる判定値の範囲を特定可能な異範囲特定データと、前記許容段階の種類
に応じて個別に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとを、前記入賞の種類に応じて記憶し、
　前記データ記憶手段の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレスが１バイト毎に付
与されており、
　前記データ記憶手段の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化される複
数バイトの初期化領域と、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化されない非初期化領
域と、から構成され、
　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域に割
り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレスから終了アドレスまで
の複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初期化領域は、1ゲーム
毎では初期化せず、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す通常決定結果情報を記憶する通常決定結果情報記憶領域及び前記特別入賞の発生を
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許容する旨が決定されたか否かを示す特別決定結果情報を記憶する特別決定結果情報記憶
領域は、前記初期化領域に連続して割り当てられ、
　前記データ記憶手段の前記非初期化領域には、前記許容段階記憶領域が割り当てられて
いるとともに、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されたか
否かを示す特別決定結果特定情報を、前記決定結果情報を設定するための情報として記憶
する特別決定結果特定情報記憶領域が割り当てられており、
　前記導出制御手段は、前記初期化領域に連続して割り当てられた前記通常決定結果情報
記憶領域及び前記特別決定結果情報記憶領域に記憶されている前記通常決定結果情報及び
前記特別決定結果情報を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前記特別決定
結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記スロットマシンは、
　前記事前決定手段により前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを特定可
能な通常決定結果特定情報を、前記決定結果情報設定手段が前記決定結果情報を設定する
ための情報として記憶する通常決定結果特定情報記憶領域と、
　前記通常決定結果特定情報記憶領域の通常決定結果特定情報及び前記特別決定結果特定
情報記憶領域の特別決定結果特定情報を設定する決定結果特定情報設定手段と、
　を更に備え、
　前記決定結果特定情報設定手段は、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段によ
る前記通常決定結果特定情報を設定する通常決定結果特定情報設定手段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、前
記特別決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入
賞の発生が許容されている旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定し、該特別決定結
果特定情報を該許容された特別入賞が発生するまで維持するとともに、該特別入賞が発生
したときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、前記特別入賞の発生が許容されてい
ない旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定する特別決定結果特定情報設定手段と、
　を含み、
　前記決定結果情報設定手段は、１ゲーム毎に、前記通常決定結果情報記憶領域に、前記
通常決定結果特定情報記憶領域の通常決定結果特定情報に基づく通常決定結果情報を設定
し、前記特別決定結果情報記憶領域に、前記特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結
果特定情報に基づく特別決定結果情報を設定する、
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項４】
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　Ｎ（Ｎは２以上の整数）種類の前記特別入賞、及びＭ（Ｍは２以上の整数）種類の前記
通常入賞のそれぞれについて、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記
事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよ
うに定められた範囲特定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　前記事前決定手段が発生を許容するか否かを決定する入賞の種類またはいずれの種類の
入賞の発生も許容されていない旨を記憶する入賞種類記憶領域と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記範囲特定データ記憶手段から、発生を許容する旨を示しているか否かを判定する入
賞の範囲特定データを読み出す範囲特定データ読み出し手段と、
　前記入賞種類記憶領域に、発生を許容する旨を示しているか否かを判定する入賞の種類
を設定する第１の入賞種類設定手段と、
　前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定する
第２の入賞種類設定手段と、
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　前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲特定データから、発生を許容
する旨を示しているか否かを判定する入賞の判定値の範囲を特定する判定値範囲特定手段
と、
　前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定さ
れた判定値の範囲に含まれるか否かを判定する第１の判定手段と、
　前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定さ
れた判定値の範囲に含まれないか否かを判定する第２の判定手段と、
　前記決定結果特定情報設定手段による通常決定結果特定情報記憶領域の通常決定結果特
定情報または前記特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結果特定情報の設定を指示す
る決定結果特定情報設定指示手段と、
　を含み、
　前記特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結果特定情報が、特別入賞の発生が許容
されていない旨を示す場合に、
　（１）前記範囲特定データ読み出し手段により、前記Ｎ種類の特別入賞のうち、未だ発
生を許容する旨を示しているか否かの判定が行われていない種類の特別入賞の範囲特定デ
ータを１つ読み出し、
　（２）前記第１の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、前記（１）におい
て読み出された範囲特定データに対応する特別入賞の種類を設定し、
　（３）前記（１）において前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲特
定データから、当該種類の特別入賞の判定値の範囲を特定し、
　（４）前記入賞種類記憶領域に記憶されている特別入賞の種類が（１～（Ｎ－１））番
目に読み出された特別入賞の種類を示す場合には、前記第１の判定手段により前記判定領
域に入力された判定用数値データが、前記（３）において前記判定値範囲特定手段により
特定された当該種類の特別入賞の判定値の範囲に含まれるか否かを判定し、
　（５）前記（４）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用
数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（Ｎ－１））番目に読み
出された特別入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記（１）に戻
り、
　（６）前記入賞種類記憶領域に記憶されている特別入賞の種類がＮ番目に読み出された
特別入賞の種類を示す場合には、前記第２の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記（３）において前記判定値範囲特定手段により特定された当該種
類の特別入賞の判定値の範囲に含まれないか否かを判定し、
　（７）前記（４）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用
数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（Ｎ－１））番目に読み
出された特別入賞の判定値の範囲に含まれると判定された場合、または前記（６）におい
て前記第２の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値
範囲特定手段により特定されたＮ番目に読み出された特別入賞の判定値の範囲に含まれな
いと判定されなかった場合に、前記決定結果特定情報設定指示手段により、前記特別決定
結果特定情報記憶領域に記憶されている特別決定結果特定情報を、前記入賞種類記憶領域
に記憶されている種類の特別入賞の発生が許容されている旨を示す特別決定結果特定情報
に変更させる旨を指示し、
　前記特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結果特定情報が、特別入賞の発生が許容
されている旨を示す場合、または前記（５）において前記第２の判定手段により前記判定
領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定されたＮ番目
の種類の特別入賞の判定値の範囲に含まれないと判定された場合に、
　（８）前記範囲特定データ読み出し手段により、前記Ｍ種類の通常入賞のうち、未だ発
生を許容する旨を示しているか否かの判定が行われていない種類の通常入賞の範囲特定デ
ータを１つ読み出し、
　（９）前記第１の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、前記（８）におい
て読み出された範囲特定データに対応する通常入賞の種類を設定し、
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　（１０）前記（８）において前記範囲特定データ読み出し手段により読み出された範囲
特定データから、当該種類の通常入賞の判定値の範囲を特定し、
　（１１）前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判定用数値データが、前
記（１０）において前記判定値範囲特定手段により特定された通常入賞の判定値の範囲に
含まれるか否かを判定し、
　（１２）前記（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された（１～（Ｍ－１））番目の
種類の通常入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記（８）に戻り
、
　（１３）前記（７）において前記決定結果特定情報設定指示手段により、前記特別決定
結果特定情報記憶領域に記憶されている特別決定結果特定情報を、前記入賞種類記憶領域
に記憶されている種類の特別入賞の発生が許容されている旨を示す特別決定結果特定情報
に変更させる旨を指示した場合、または前記（１１）において前記第１の判定手段により
前記判定領域に入力された判定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定され
たＭ番目の種類の通常入賞の判定値の範囲に含まれると判定されなかった場合に、前記第
２の入賞種類設定手段により前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容
されていない旨を設定し、
　（１４）前記（１１）において前記第１の判定手段により前記判定領域に入力された判
定用数値データが、前記判定値範囲特定手段により特定された通常入賞の判定値の範囲に
含まれると判定された場合、または前記（１３）において前記第２の入賞種類設定手段に
より前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生も許容されていない旨を設定し
た場合に、前記入賞種類記憶領域に通常入賞の種類が記憶されている場合には、前記決定
結果特定情報設定指示手段により、前記通常決定結果特定情報記憶領域に、前記入賞種類
記憶領域に記憶されている種類の通常入賞の発生が許容されている旨を示す通常決定結果
特定情報を設定させる旨を指示し、前記入賞種類記憶領域に、いずれの種類の入賞の発生
も許容されていない旨が記憶されている場合には、前記決定結果特定情報設定指示手段に
より、前記通常決定結果特定情報記憶領域に、いずれの種類の通常入賞の発生も許容され
ていない旨を示す通常決定結果特定情報を設定させる旨を指示する、
　ことを特徴とする請求項３に記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該
特別入賞以外の通常入賞を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム
毎に決定する事前決定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報を記憶する決定結果情報記憶領域が少なくと
も割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と
、
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　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記事前決定手段により入賞の発生が許容されるか否かが決定される割合が異なる複数
種類の許容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と
、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　いずれかの入賞について、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記事
前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよう
に定められた範囲特定データを、前記複数種類の許容段階に共通して記憶するとともに、
前記許容段階に共通して判定値データが記憶されていない入賞について、前記判定領域に
入力された判定用数値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定するこ
ととなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データを、前記許容段
階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用数値データが含まれるか否
かによって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段を含
み、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判定された入賞の発生を許容
する旨を決定し、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定
データとして異なる判定値の範囲を特定可能な異範囲特定データと、前記許容段階の種類
に応じて個別に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとを、前記入賞の種類に応じて記憶し、
　前記データ記憶手段の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレスが１バイト毎に付
与されており、
　前記データ記憶手段の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化される複
数バイトの初期化領域と、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化されない非初期化領
域と、から構成され、
　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域に割
り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレスから終了アドレスまで
の複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初期化領域は、1ゲーム
毎では初期化せず、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す通常決定結果情報を記憶する通常決定結果情報記憶領域及び前記特別入賞の発生を
許容する旨が決定されたか否かを示す特別決定結果情報を記憶する特別決定結果情報記憶
領域は、前記初期化領域に連続して割り当てられ、
　前記データ記憶手段の前記非初期化領域には、前記許容段階記憶領域が割り当てられて
いるとともに、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されたか
否かを示す特別決定結果特定情報を、前記決定結果情報を設定するための情報として記憶
する特別決定結果特定情報記憶領域が割り当てられており、
　前記導出制御手段は、前記初期化領域に連続して割り当てられた前記通常決定結果情報
記憶領域及び前記特別決定結果情報記憶領域に記憶されている前記通常決定結果情報及び
前記特別決定結果情報を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前記特別決定
結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記スロットマシンは、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決
定がなされたときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段
により決定された特別入賞の発生が許容されている旨を特定可能な特別決定結果特定情報
を設定し、該特別決定結果特定情報を該許容された特別入賞が発生するまで維持するとと
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もに、該特別入賞が発生したときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、前記特別入
賞の発生が許容されていない旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定する決定結果特
定情報設定手段を更に備え、
　前記決定結果情報設定手段は、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段による前
記通常決定結果情報を設定する通常決定結果情報設定手段と、
　１ゲーム毎に、前記特別決定結果情報記憶領域に、前記特別決定結果特定情報記憶領域
の特別決定結果特定情報に基づく特別決定結果情報を設定する特別決定結果情報設定手段
と、
　を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別決定結果特定情報記憶領域に記憶されている特別決定結果特定
情報は、事前決定手段により特別入賞の発生を許容する決定がなされたときに、その旨を
示す特別決定結果特定情報に変更され、その後、事前決定手段により特別入賞の発生を許
容する旨の決定がなされなくても、特別決定結果特定情報は変更されず、特別入賞の発生
を許容する旨を示す特別決定結果特定情報が該許容された特別入賞が発生するまで維持さ
れる。そして、事前決定手段の決定がなされる毎に、決定結果情報記憶領域を構成する通
常決定結果情報記憶領域に、当該事前決定手段により通常入賞の発生を許容する旨が決定
されたか否かを示す通常決定結果特定情報が設定され、決定結果情報記憶領域を構成する
特別決定結果情報記憶領域に、特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結果特定情報に
基づいて特別決定結果情報が設定されるので、これら決定結果情報記憶領域を構成する通
常決定結果情報記憶領域及び特別決定結果情報記憶領域が、ともに１ゲーム毎に初期化さ
れる初期化領域に割り当てられており、１ゲーム毎に初期化される場合でも、特別入賞の
発生が許容されている旨の特別決定結果情報を、次のゲームに持ち越すことができる。ま
た、決定結果情報記憶領域を構成する通常決定結果情報記憶領域及び特別決定結果情報記
憶領域が、ともに１ゲーム毎に初期化される初期化領域に連続して割り当てられているの
で、通常決定結果情報記憶領域及び特別決定結果情報記憶領域の位置を把握することが簡
単であり、新機種の開発が容易となる。
　また、事前決定手段による通常入賞についての決定結果と、特別決定結果特定情報記憶
領域の特別決定結果特定情報と、に基づいて１ゲーム毎に決定結果情報記憶領域の決定結
果情報を更新すれば良く、例えば、特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているゲ
ームでは、通常決定結果情報記憶領域の通常決定結果情報のみを設定し、特別入賞の発生
を許容する旨の決定がなされていないゲームでは、特別決定結果情報記憶領域の特別決定
結果情報及び通常決定結果情報記憶領域の通常決定結果情報の双方を設定するなど、各ゲ
ームにおいて特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているか否かの状況別に、決定
結果情報記憶領域の更新の仕方を変更する必要がなく、決定結果情報記憶領域を毎ゲーム
同じ方法で更新することができるので、事前決定手段の決定に伴う処理負荷を軽減できる
うえに、事前決定手段により決定を行うための処理プログラムを削減することが可能とな
る。
　また、通常決定結果情報記憶領域には、１ゲーム毎に事前決定手段による通常入賞につ
いての決定結果に基づく通常決定結果情報が直接設定されるので、通常入賞について、決
定結果情報を設定するための情報として記憶する決定結果特定情報記憶領域をデータ記憶
手段に割り当てる必要がないうえに、決定結果特定情報を設定する処理や決定結果特定情
報に基づいて決定結果情報を設定する処理を省くことができる。
　また、範囲特定データ記憶手段には、いずれかの入賞について複数種類の許容段階に共
通して範囲特定データが記憶されているので、このように複数種類の許容段階に共通して
範囲特定データが記憶される入賞については、範囲特定データの記憶に必要な記憶容量が
少なくて済むようになる。すなわち入賞の発生を許容するか否かの決定のために必要な範
囲特定データのデータ量を抑えることができる。
　また、範囲特定データ記憶手段には、いずれかの入賞について複数種類の許容段階に共
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通して範囲特定データが記憶されているとともに、他の入賞について許容段階の種類に応
じた範囲特定データが個別に記憶されており、この中には、許容段階の種類に応じて個別
に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定データも含まれて
いる。範囲特定データは、許容段階に応じて事前決定手段が各々の入賞の発生を許容する
旨を決定する確率を決定するものとなるが、開発用の機種においては、この判定値データ
を微妙に調整しながらシミュレーションを行っていくのが通常である（当初の判定値デー
タを異なるものとしておく場合と、同じものとしておく場合とがあり得る）。そして、シ
ミュレーションの結果で得られた適切な判定値の範囲を量産用の機種に適用するものとし
ている。ここで、許容段階に応じて判定値の範囲を変化させながらシミュレーションを行
った結果として許容段階に関わらずに判定値の範囲が同じものとなったとしても、そのよ
うな種類の入賞は、そのまま許容段階の種類に応じて個別に範囲特定データを記憶させて
おけば良い。
　また、当初は許容段階の種類に応じて個別に同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとして範囲特定データを記憶させておいた場合、シミュレーションの結果により当初登
録しておいた範囲特定データのままでよければ、そのまま同数範囲特定データとして範囲
特定データ記憶手段に記憶させておくことができる。シミュレーションの結果として当初
登録しておいた範囲特定データで問題があったときには、許容段階に応じて判定値の範囲
を変化させ、異数範囲特定データとして範囲特定データ記憶手段に記憶させることができ
る。このため、開発用の機種における範囲特定データの記憶態様を量産用の機種において
そのまま転用することができるので、最初の設計段階から量産用の機種に至るまでの開発
を容易に行うことができる。
　尚、所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以上の賭数が設定される
ことや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるようにしても良い。また、複
数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることでゲームが開始可能となるように
しても良い。
　また、前記決定結果特定情報設定手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生
を許容する旨の決定がなされなかったときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域を全く
更新しないものであっても良いし、同一の特別決定結果特定情報を設定するようにしても
良い。
　また、前記事前決定手段は、遊技状態や既に特別入賞の発生を許容する旨が決定されて
いるか否か、などの遊技状況のうち、いずれかの遊技状況において少なくとも前記特別入
賞及び前記通常入賞を含む入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム毎に決定するも
のであれば良く、遊技状況によっては、特別入賞または通常入賞のみについて発生を許容
するか否かを決定するようにしても良く、例えば、特定の遊技状態において、特別入賞ま
たは通常入賞のみについて発生を許容するか否かを決定するようにしたり、既に特別入賞
の発生を許容する旨が決定されている場合には、通常入賞のみについて発生を許容するか
否かを決定するようにしても良い。
　また、前記事前決定手段は、いずれかの遊技状況において少なくとも前記特別入賞及び
前記通常入賞を含む入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム毎に決定するものであ
れば、他の遊技状況において前記複数種類の入賞のうち、いずれか１種類の入賞について
発生を許容するか否かを決定するものであっても良いし、いずれか２種類以上の入賞につ
いて発生を許容するか否かを決定するものであっても良いし、更には、全ての種類の入賞
について発生を許容するか否かを決定するものであっても良い。
　また、範囲特定データを許容段階の種類に応じて個別に記憶するとは、必ずしも許容段
階の種類の数だけ個別に範囲特定データを記憶するものだけを意味するものではなく、全
ての許容段階の種類に共通して範囲特定データを記憶するのでなければ、これに含まれる
ものとなる。例えば、許容段階の種類が６種類（第１段階～第６段階）ある場合、第１～
第３段階までは共通、第４～第６段階までは共通といった場合も、範囲特定データを許容
段階の種類に応じて個別に記憶するものとなる。
　また、前記許容段階設定手段により設定可能な複数種類の許容段階は、前記事前決定手
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段が入賞の発生を許容する割合がその全ての種類において互いに異なっていなければなら
ないというものではなく、一部の種類における前記許容する割合が他の種類における前記
許容する割合と異なっていれば良い。もっとも、全ての種類において異なっていることを
妨げるものではない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の請求項３に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該
特別入賞以外の通常入賞を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム
毎に決定する事前決定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報を記憶する決定結果情報記憶領域が少なくと
も割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と
、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記事前決定手段により入賞の発生が許容されるか否かが決定される割合が異なる複数
種類の許容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と
、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　いずれかの入賞について、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記事
前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよう
に定められた範囲特定データを、前記複数種類の許容段階に共通して記憶するとともに、
前記許容段階に共通して判定値データが記憶されていない入賞について、前記判定領域に
入力された判定用数値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定するこ
ととなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データを、前記許容段
階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用数値データが含まれるか否
かによって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段を含
み、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判定された入賞の発生を許容
する旨を決定し、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定
データとして異なる判定値の範囲を特定可能な異範囲特定データと、前記許容段階の種類
に応じて個別に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとを、前記入賞の種類に応じて記憶し、
　前記データ記憶手段の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレスが１バイト毎に付
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与されており、
　前記データ記憶手段の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化される複
数バイトの初期化領域と、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化されない非初期化領
域と、から構成され、
　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域に割
り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレスから終了アドレスまで
の複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初期化領域は、1ゲーム
毎では初期化せず、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す通常決定結果情報を記憶する通常決定結果情報記憶領域及び前記特別入賞の発生を
許容する旨が決定されたか否かを示す特別決定結果情報を記憶する特別決定結果情報記憶
領域は、前記初期化領域に連続して割り当てられ、
　前記データ記憶手段の前記非初期化領域には、前記許容段階記憶領域が割り当てられて
いるとともに、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されたか
否かを示す特別決定結果特定情報を、前記決定結果情報を設定するための情報として記憶
する特別決定結果特定情報記憶領域が割り当てられており、
　前記導出制御手段は、前記初期化領域に連続して割り当てられた前記通常決定結果情報
記憶領域及び前記特別決定結果情報記憶領域に記憶されている前記通常決定結果情報及び
前記特別決定結果情報を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前記特別決定
結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記スロットマシンは、
　前記事前決定手段により前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを特定可
能な通常決定結果特定情報を、前記決定結果情報設定手段が前記決定結果情報を設定する
ための情報として記憶する通常決定結果特定情報記憶領域と、
　前記通常決定結果特定情報記憶領域の通常決定結果特定情報及び前記特別決定結果特定
情報記憶領域の特別決定結果特定情報を設定する決定結果特定情報設定手段と、
　を更に備え、
　前記決定結果特定情報設定手段は、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段によ
る前記通常決定結果特定情報を設定する通常決定結果特定情報設定手段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、前
記特別決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入
賞の発生が許容されている旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定し、該特別決定結
果特定情報を該許容された特別入賞が発生するまで維持するとともに、該特別入賞が発生
したときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、前記特別入賞の発生が許容されてい
ない旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定する特別決定結果特定情報設定手段と、
　を含み、
　前記決定結果情報設定手段は、１ゲーム毎に、前記通常決定結果情報記憶領域に、前記
通常決定結果特定情報記憶領域の通常決定結果特定情報に基づく通常決定結果情報を設定
し、前記特別決定結果情報記憶領域に、前記特別決定結果特定情報記憶領域の特別決定結
果特定情報に基づく特別決定結果情報を設定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、通常決定結果特定情報記憶領域には、１ゲーム毎に行われる事前決
定手段の決定がなされる毎に、当該事前決定手段により通常入賞の発生を許容する旨が決
定されたか否かを示す通常決定結果特定情報が設定され、特別決定結果特定情報記憶領域
に記憶されている特別決定結果特定情報は、事前決定手段により特別入賞の発生を許容す
る決定がなされたときに、その旨を示す特別決定結果特定情報に変更され、その後、事前
決定手段により特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされなくても、特別決定結果特定
情報は変更されず、特別入賞の発生を許容する旨を示す特別決定結果特定情報が該許容さ
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れた特別入賞が発生するまで維持される。そして、事前決定手段の決定がなされる毎に、
決定結果情報記憶領域を構成する通常決定結果情報記憶領域に、通常決定結果特定情報記
憶領域の通常決定結果特定情報に基づいて通常決定結果情報が設定され、決定結果情報記
憶領域を構成する特別決定結果情報記憶領域に、特別決定結果特定情報記憶領域の特別決
定結果特定情報に基づいて特別決定結果情報が設定されるので、これら決定結果情報記憶
領域を構成する通常決定結果情報記憶領域及び特別決定結果情報記憶領域が、ともに１ゲ
ーム毎に初期化される初期化領域に割り当てられており、１ゲーム毎に初期化される場合
でも、特別入賞の発生が許容されている旨の特別決定結果情報を、次のゲームに持ち越す
ことができる。また、決定結果情報記憶領域を構成する通常決定結果情報記憶領域及び特
別決定結果情報記憶領域が、ともに１ゲーム毎に初期化される初期化領域に連続して割り
当てられているので、通常決定結果情報記憶領域及び特別決定結果情報記憶領域の位置を
把握することが簡単であり、新機種の開発が容易となる。
　また、通常決定結果特定情報記憶領域の通常決定結果特定情報と、特別決定結果特定情
報記憶領域の特別決定結果特定情報と、に基づいて１ゲーム毎に決定結果情報記憶領域の
決定結果情報を更新すれば良く、例えば、特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるゲームでは、通常決定結果情報記憶領域の通常決定結果情報のみを設定し、特別入賞
の発生を許容する旨の決定がなされていないゲームでは、特別決定結果情報記憶領域の特
別決定結果情報及び通常決定結果情報記憶領域の通常決定結果情報の双方を設定するなど
、各ゲームにおいて特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされているか否かの状況別に
、決定結果情報記憶領域の更新の仕方を変更する必要がなく、決定結果情報記憶領域を毎
ゲーム同じ方法で更新することができるので、事前決定手段の決定に伴う処理負荷を軽減
できるうえに、事前決定手段により決定を行うための処理プログラムを削減することが可
能となる。
　また、通常決定結果情報も特別決定結果情報も、ともに決定結果情報を設定するために
記憶されている決定結果特定情報に基づいて設定されることから、通常決定結果情報を設
定する処理と、特別決定結果情報を設定する処理と、が類似した処理となるため、処理プ
ログラムを簡素化することができる。
　また、範囲特定データ記憶手段には、いずれかの入賞について複数種類の許容段階に共
通して範囲特定データが記憶されているので、このように複数種類の許容段階に共通して
範囲特定データが記憶される入賞については、範囲特定データの記憶に必要な記憶容量が
少なくて済むようになる。すなわち入賞の発生を許容するか否かの決定のために必要な範
囲特定データのデータ量を抑えることができる。
　また、範囲特定データ記憶手段には、いずれかの入賞について複数種類の許容段階に共
通して範囲特定データが記憶されているとともに、他の入賞について許容段階の種類に応
じた範囲特定データが個別に記憶されており、この中には、許容段階の種類に応じて個別
に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定データも含まれて
いる。範囲特定データは、許容段階に応じて事前決定手段が各々の入賞の発生を許容する
旨を決定する確率を決定するものとなるが、開発用の機種においては、この判定値データ
を微妙に調整しながらシミュレーションを行っていくのが通常である（当初の判定値デー
タを異なるものとしておく場合と、同じものとしておく場合とがあり得る）。そして、シ
ミュレーションの結果で得られた適切な判定値の範囲を量産用の機種に適用するものとし
ている。ここで、許容段階に応じて判定値の範囲を変化させながらシミュレーションを行
った結果として許容段階に関わらずに判定値の範囲が同じものとなったとしても、そのよ
うな種類の入賞は、そのまま許容段階の種類に応じて個別に範囲特定データを記憶させて
おけば良い。
　また、当初は許容段階の種類に応じて個別に同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとして範囲特定データを記憶させておいた場合、シミュレーションの結果により当初登
録しておいた範囲特定データのままでよければ、そのまま同数範囲特定データとして範囲
特定データ記憶手段に記憶させておくことができる。シミュレーションの結果として当初
登録しておいた範囲特定データで問題があったときには、許容段階に応じて判定値の範囲
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を変化させ、異数範囲特定データとして範囲特定データ記憶手段に記憶させることができ
る。このため、開発用の機種における範囲特定データの記憶態様を量産用の機種において
そのまま転用することができるので、最初の設計段階から量産用の機種に至るまでの開発
を容易に行うことができる。
　尚、所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以上の賭数が設定される
ことや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるようにしても良い。また、複
数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることでゲームが開始可能となるように
しても良い。
　また、前記特別決定結果特定情報設定手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞の
発生を許容する旨の決定がなされなかったときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域を
全く更新しないものであっても良いし、同一の特別決定結果特定情報を設定するようにし
ても良い。
　また、前記事前決定手段は、遊技状態や既に特別入賞の発生を許容する旨が決定されて
いるか否か、などの遊技状況のうち、いずれかの遊技状況において少なくとも前記特別入
賞及び前記通常入賞を含む入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム毎に決定するも
のであれば良く、遊技状況によっては、特別入賞または通常入賞のみについて発生を許容
するか否かを決定するようにしても良く、例えば、特定の遊技状態において、特別入賞ま
たは通常入賞のみについて発生を許容するか否かを決定するようにしたり、既に特別入賞
の発生を許容する旨が決定されている場合には、通常入賞のみについて発生を許容するか
否かを決定するようにしても良い。
　また、前記事前決定手段は、いずれかの遊技状況において少なくとも前記特別入賞及び
前記通常入賞を含む入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム毎に決定するものであ
れば、他の遊技状況において前記複数種類の入賞のうち、いずれか１種類の入賞について
発生を許容するか否かを決定するものであっても良いし、いずれか２種類以上の入賞につ
いて発生を許容するか否かを決定するものであっても良いし、更には、全ての種類の入賞
について発生を許容するか否かを決定するものであっても良い。
　また、前記通常決定結果特定情報記憶領域は、前記データ記憶手段の記憶領域に割り当
てられているものであっても良いし、前記データ記憶手段とは異なる記憶手段の記憶領域
に割り当てられているものであっても良い。
　また、範囲特定データを許容段階の種類に応じて個別に記憶するとは、必ずしも許容段
階の種類の数だけ個別に範囲特定データを記憶するものだけを意味するものではなく、全
ての許容段階の種類に共通して範囲特定データを記憶するのでなければ、これに含まれる
ものとなる。例えば、許容段階の種類が６種類（第１段階～第６段階）ある場合、第１～
第３段階までは共通、第４～第６段階までは共通といった場合も、範囲特定データを許容
段階の種類に応じて個別に記憶するものとなる。
　また、前記許容段階設定手段により設定可能な複数種類の許容段階は、前記事前決定手
段が入賞の発生を許容する割合がその全ての種類において互いに異なっていなければなら
ないというものではなく、一部の種類における前記許容する割合が他の種類における前記
許容する割合と異なっていれば良い。もっとも、全ての種類において異なっていることを
妨げるものではない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５８８】
　本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該
特別入賞以外の通常入賞を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム
毎に決定する事前決定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報を記憶する決定結果情報記憶領域が少なくと
も割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と
、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記事前決定手段により入賞の発生が許容されるか否かが決定される割合が異なる複数
種類の許容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と
、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　いずれかの入賞について、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記事
前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよう
に定められた範囲特定データを、前記複数種類の許容段階に共通して記憶するとともに、
前記許容段階に共通して判定値データが記憶されていない入賞について、前記判定領域に
入力された判定用数値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定するこ
ととなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データを、前記許容段
階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用数値データが含まれるか否
かによって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段を含
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み、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判定された入賞の発生を許容
する旨を決定し、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定
データとして異なる判定値の範囲を特定可能な異範囲特定データと、前記許容段階の種類
に応じて個別に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとを、前記入賞の種類に応じて記憶し、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレス
が付与されており、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎
に初期化される複数バイトの初期化領域（内部当選フラグ格納ワーク（iwin_flag）、未
使用領域、未使用スタック領域）と、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化されない
非初期化領域（重要ワーク、一般ワーク、特別ワーク、設定値ワーク１～３、非保存ワー
ク、使用中スタック領域）と、から構成され、
　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域（７
Ｆ０４Ｈ～ＳＰ）に割り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレス（７Ｆ０４）から終了
アドレス（ＳＰ）までの複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初
期化領域（重要ワーク、一般ワーク、特別ワーク、設定値ワーク１～３、非保存ワーク、
使用中スタック領域）は、1ゲーム毎では初期化せず、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す特別決定結果情報（特別役の当選フラグまたは特別役のハズレを示す値）を記憶す
る特別決定結果情報記憶領域（特別役領域）及び前記特別入賞の発生を許容する旨が決定
されたか否かを示す特別決定結果情報（特別役の当選フラグまたは特別役のハズレを示す
値）を記憶する特別決定結果情報記憶領域（特別役領域）は、前記初期化領域（ゲーム終
了時の初期化１によって初期化される領域）に連続して割り当てられ、
　前記データ記憶手段の前記非初期化領域には、前記許容段階記憶領域（設定値ワーク１
）が割り当てられているとともに、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容す
る旨が決定されたか否かを示す特別決定結果特定情報（特別役の役番号または特別役のハ
ズレを示す００Ｈ）を、前記決定結果情報を設定するための情報として記憶する特別決定
結果特定情報記憶領域（特別役一時格納ワーク（iwin_bonus））が割り当てられており、
　前記導出制御手段は、前記初期化領域（内部当選フラグ格納ワーク（iwin_flag））に
連続して割り当てられた前記通常決定結果情報記憶領域（一般役領域）及び前記特別決定
結果情報記憶領域（特別役領域）に記憶されている前記通常決定結果情報（一般役の当選
フラグまたは一般役のハズレを示す値）及び前記特別決定結果情報（特別役の当選フラグ
または特別役のハズレを示す値）を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前
記特別決定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記スロットマシンは、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決
定がなされたときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段
により決定された特別入賞の発生が許容されている旨を特定可能な特別決定結果特定情報
を設定し、該特別決定結果特定情報を該許容された特別入賞が発生するまで維持するとと
もに、該特別入賞が発生したときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、前記特別入
賞の発生が許容されていない旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定する決定結果特
定情報設定手段（ＣＰＵ４１ａによる特別役一時格納ワーク（iwin_bonus）への役番号ま
たはハズレを示す値の設定、詳しくは、特別役の当選が判定されたときに、その旨を示す
特別役の役番号を特別役一時格納ワーク（iwin_bonus）に格納し、一度、特別役一時格納
ワーク（iwin_bonus）に特別役の役番号が格納されることで、その後当該特別役が入賞す
るまでその値をクリアせずに維持し、特別役が入賞したときに、特別役一時格納ワーク（
iwin_bonus）をクリアする）を更に備え、
　前記決定結果情報設定手段は、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果情報記憶領域（一般役領域）に、当該ゲームの事前決
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定手段による前記通常決定結果情報を設定する通常決定結果情報設定手段（１ゲーム毎に
、内部抽選の結果に基づいて一般役領域に一般役の当選フラグまたはハズレを示す値を格
納する）と、
　１ゲーム毎に、前記特別決定結果情報記憶領域（特別役領域）に、前記特別決定結果特
定情報記憶領域の特別決定結果特定情報に基づく特別決定結果情報を設定する特別決定結
果情報設定手段（内部抽選を行う毎に、特別役一時格納ワーク（iwin_bonus）の下位４ビ
ットの値を内部当選フラグ格納ワーク（iwin_flag）の特別役領域に格納する）と、
　を含む、
　ことを特徴としている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５９０】
　本発明の請求項３に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に、遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該
特別入賞以外の通常入賞を含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを１ゲーム
毎に決定する事前決定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有し、該記憶領域として前記
事前決定手段の決定結果を示す決定結果情報を記憶する決定結果情報記憶領域が少なくと
も割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に決定結果情報を設定する決定結果情報設定手段と、
　前記決定結果情報記憶領域に記憶されている決定結果情報を読み出し、該読み出した決
定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と
、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記事前決定手段により入賞の発生が許容されるか否かが決定される割合が異なる複数
種類の許容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と
、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される数値データを、ゲーム毎に判定用数値データとして判定領域に入力する数値デー
タ入力手段と、
　いずれかの入賞について、前記判定領域に入力された判定用数値データに対して前記事
前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるよう
に定められた範囲特定データを、前記複数種類の許容段階に共通して記憶するとともに、
前記許容段階に共通して判定値データが記憶されていない入賞について、前記判定領域に
入力された判定用数値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定するこ
ととなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データを、前記許容段
階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用数値データが含まれるか否
かによって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段を含
み、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判定された入賞の発生を許容
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する旨を決定し、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定
データとして異なる判定値の範囲を特定可能な異範囲特定データと、前記許容段階の種類
に応じて個別に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとを、前記入賞の種類に応じて記憶し、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域には、該記憶領域を特定するアドレス
が付与されており、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域は、前記初期化手段により１ゲーム毎
に初期化される複数バイトの初期化領域（内部当選フラグ格納ワーク（iwin_flag）、未
使用領域、未使用スタック領域）と、前記初期化手段により１ゲーム毎に初期化されない
非初期化領域（重要ワーク、一般ワーク、特別ワーク、設定値ワーク１～３、非保存ワー
ク、使用中スタック領域）と、から構成され、
　前記１ゲーム毎に初期化される複数バイトの初期化領域は、連続するアドレス領域（７
Ｆ０４Ｈ～ＳＰ）に割り当てられ、
　前記初期化手段は、１ゲーム毎に前記初期化領域の先頭アドレス（７Ｆ０４）から終了
アドレス（ＳＰ）までの複数バイトの領域のみを一括して初期化するとともに、前記非初
期化領域（重要ワーク、一般ワーク、特別ワーク、設定値ワーク１～３、非保存ワーク、
使用中スタック領域）は、1ゲーム毎では初期化せず、
　前記決定結果情報記憶領域のうち前記特別入賞の発生を許容する旨が決定されたか否か
を示す特別決定結果情報（特別役の当選フラグまたは特別役のハズレを示す値）を記憶す
る特別決定結果情報記憶領域（特別役領域）及び前記特別入賞の発生を許容する旨が決定
されたか否かを示す特別決定結果情報（特別役の当選フラグまたは特別役のハズレを示す
値）を記憶する特別決定結果情報記憶領域（特別役領域）は、前記初期化領域（ゲーム終
了時の初期化１によって初期化される領域）に連続して割り当てられ、
　前記データ記憶手段の前記非初期化領域には、前記許容段階記憶領域（設定値ワーク１
）が割り当てられているとともに、前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容す
る旨が決定されたか否かを示す特別決定結果特定情報（特別役の役番号または特別役のハ
ズレを示す００Ｈ）を、前記決定結果情報を設定するための情報として記憶する特別決定
結果特定情報記憶領域（特別役一時格納ワーク（iwin_bonus））が割り当てられており、
　前記導出制御手段は、前記初期化領域（内部当選フラグ格納ワーク（iwin_flag））に
連続して割り当てられた前記通常決定結果情報記憶領域（一般役領域）及び前記特別決定
結果情報記憶領域（特別役領域）に記憶されている前記通常決定結果情報（一般役の当選
フラグまたは一般役のハズレを示す値）及び前記特別決定結果情報（特別役の当選フラグ
または特別役のハズレを示す値）を読み出し、該読み出した前記通常決定結果情報及び前
記特別決定結果情報に応じて前記可変表示装置に表示結果を導出させる制御を行い、
　前記スロットマシンは、
　前記事前決定手段により前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを特定可
能な通常決定結果特定情報（一般役の役番号またはハズレを示す００Ｈ）を、前記決定結
果情報設定手段が前記決定結果情報を設定するための情報として記憶する通常決定結果特
定情報記憶領域（一般役一時格納ワーク（iwin_gen））と、
　前記通常決定結果特定情報記憶領域（一般役一時格納ワーク（iwin_gen））の通常決定
結果特定情報及び前記特別決定結果特定情報記憶領域（特別役一時格納ワーク（iwin_bon
us））の特別決定結果特定情報を設定する決定結果特定情報設定手段（ＣＰＵ４１ａによ
る特別役一時格納ワーク（iwin_bonus）への役番号またはハズレを示す値の設定）と、
　を更に備え、
　前記決定結果特定情報設定手段は、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段によ
る前記通常決定結果特定情報を設定する通常決定結果特定情報設定手段（内部抽選が行わ
れる毎に、その結果に基づいて一般役の役番号またはハズレを示す値を一般役一時格納ワ
ーク（iwin_gen）に格納する処理）と、
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　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、前
記特別決定結果特定情報記憶領域に、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入
賞の発生が許容されている旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定し、該特別決定結
果特定情報を該許容された特別入賞が発生するまで維持するとともに、該特別入賞が発生
したときに、前記特別決定結果特定情報記憶領域に、前記特別入賞の発生が許容されてい
ない旨を特定可能な特別決定結果特定情報を設定する特別決定結果特定情報設定手段（特
別役の当選が判定されたときに、その旨を示す特別役の役番号を特別役一時格納ワーク（
iwin_bonus）に格納し、一度、特別役一時格納ワーク（iwin_bonus）に特別役の役番号が
格納されることで、その後当該特別役が入賞するまでその値をクリアせずに維持し、特別
役が入賞したときに、特別役一時格納ワーク（iwin_bonus）をクリアする）と、
　を含み、
　前記決定結果情報設定手段は、１ゲーム毎に、前記通常決定結果情報記憶領域（一般役
領域）に、前記通常決定結果特定情報記憶領域の通常決定結果特定情報に基づく通常決定
結果情報を設定し、前記特別決定結果情報記憶領域に、前記特別決定結果特定情報記憶領
域の特別決定結果特定情報に基づく特別決定結果情報を設定する（内部抽選を行う毎に、
特別役一時格納ワーク（iwin_bonus）の下位４ビットの値を内部当選フラグ格納ワーク（
iwin_flag）の特別役領域に格納し、一般役一時格納ワーク（iwin_gen）の下位４ビット
の値を内部当選フラグ格納ワーク（iwin_flag）の一般役領域に格納する）、
　ことを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５９４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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